学校給食における有機食材の使用に関する調査用紙（追加調査）

貴自治体名　　　　　　　　　　　　　　　貴部署名　　　　　　　　　　　　　　　
御担当者様のお名前と役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先電話番号　　　　　　　　　　　　　　FAX番号　　　　　　　　　　　　　　
連絡先メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご回答内容の公表の可否（〇を）　　　公表可　　　　　　公表不可

１、有機食材を使うことでコストが上がる分については、どのように負担していますか。また負担額についてもお教えください。
1 自治体が負担する　　年間予算　　　　　　　円
2 保護者が負担する　　月当たり　　　　　　　円増
3 特に負担は増えていない
　
２、有機食材を使用することの意義や課題について
（1） 有機食材を使う意義はどのようなことだと考えておられますか（複数回答可）。
1 安全な食材を提供するため
2 地域農業に貢献するため
3 地域環境を保全するため
4 子どもの食・農教育の推進のため
5 食べ残しを削減するため
6 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2） 有機食材を使う上で、課題となっていることは何ですか（複数回答可）。
1 給食に必要となる食材の数量の確保
2 一般食材との価格差
3 食材の大きさなどの規格や汚れ
4 給食調理の設備（スペースや器具など）不足
5 献立の組み立て方
6 生産者、栄養教員、調理員、保護者、行政との意思疎通
7 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．今後の取り組みについて
（1） 今後、有機給食を拡大する予定はありますか。
1 拡大する（拡大する品目と目標割合がありましたらお書きください）



2 拡大しない（拡大しない理由がありましたらお書きください）



3 その他

（2） 有機食材の使用を拡大するために必要なことは何でしょうか（複数回答可）。
1 自治体の取り組み姿勢の確立
2 自治体の財政的な措置
3 国や県の施策
4 有機農業生産者の拡大
5 栄養教員・調理員・生産者などの意思疎通
6 地域住民・保護者の理解
7 給食設備の整備
8 旬に合わせるなど献立の改善
9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．有機給食についてお考えになっていることがありましたらご自由にお書きください。





ご協力ありがとうございました。ご返信は下記にお願いいたします。

【返信先】
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田1-9-19-207
日本消費者連盟／担当：纐纈（こうけつ）美千世
電話：03‐5155‐4765（月・水・金）
FAX：03‐5155‐4767
Eメール：koketsu@nishoren.org
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